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483 億        　　円 

－ 467 億 9,200 万円

15 億    800 万円
の黒字
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支出

収入

（億円）

市税
186.29 億円
38.6％

福祉関係
189.76 億円
40.5％

環境関係
56.60億円
12.1％

教育関係
49.57億円
10.6％

借入金返済
47.10億円
10.1％

その他
124.89 億円
26.7％

国県支出金
107.44 億円
22.2％

地方交付税
55.24億円
11.4％

その他
134.03 億円
27.8％

収支（形式収支）
15億800万円の黒字

483.00億円

467.92億円

収入と支出の内訳

Ｈ24    　Ｈ25  　    Ｈ26          Ｈ27          Ｈ28　

42.6
49.5

57.0
50.2 51.4

財政調整基金・減債基金の推移
（億円）

7.4 4.96.6 5.4 6.1
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0
10
20
30
40
50
60

　

基
金
は
皆
さ
ん
の
家
計
で
言

う
と
、「
貯
金
」
に
当
た
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
使
い
道
が
自

由
な
財
政
調
整
基
金
と
借
入
金

返
済
の
た
め
に
積
み
立
て
る
減

債
基
金
の
現
在
高
は
、
平
成
27

年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
、
そ

れ
ぞ
れ
42
億
６
千
800
万
円
、

４
億
９
千
700
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
学

校
や
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
を
整

備
す
る
場
合
に
、
市
が
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
る
資
金
の
こ
と
を
市

債
と
言
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
市
債
残
高
は
、
平
成
27
年

度
と
比
較
し
て
減
少
し
て
お
り
、

844
億
９
千
200
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
に
、
ど
の
よ
う
な

収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
使
っ
た
か
（
支
出
）
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

決
算
と
は
？

形
式
収
支
は
？

　

形
式
収
支
と
は
、
一
般
会
計
の

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
金

額
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
形
式
収
支
は
、

15
億
800
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　

実
質
収
支
と
は
、
形
式
収
支
か

ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
（
翌
年

度
に
繰
り
越
す
事
業
の
実
施
に
必

要
な
財
源
）
を
差
し
引
い
た
金
額

の
こ
と
で
す
。
通
常
、
地
方
公
共

団
体
が
黒
字
か
赤
字
か
は
、
こ
の

実
質
収
支
で
判
断
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
実
質
収
支
は
、

11
億
１
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

収　入

支　出

形式収支

翌年度への繰越財源

形式収支

実質収支

実
質
収
支
は
？

積
立
金
（
基
金
）
の
状
況

借
入
金
（
市
債
）
の
状
況

財
政
課　

☎
65
‐
１
２
２
０ 

　
　
　
　
　

65
‐
１
２
１
６

15 億    800 万円

－   3 億 9,800 万円

11 億 1,000 万円
　の黒字
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Ｈ26    　　          Ｈ27 　　　         Ｈ28　

361.4

482.7 485.3

367.0

483.5
市債残高の推移

（億円）

371.2

一般会計 特別会計

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
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平成28年度に実施した主な事業

～ 平成 28 年度決算 ～

角野船木線の全線開通神郷わくわく公園の供用開始

小中学生の医療費無料化を実施 内陸型工業用地の整備

企業城下町版生涯活躍のまち基本構想策定愛
えがお

顔つなぐえひめ国体競技別リハーサル大会開催

　地域住民や移住者が、健康で生涯活躍でき
る環境を作っていくための基本構想を策定し
ました。

　愛顔つなぐえひめ国体競技別リハーサル大会
として、軟式野球、セーリング、サッカー、ウ
エイトリフティングの４競技を実施しました。

　入院に加えて外来についても、小・中学生
の医療費を平成 28 年 10 月から無料化しま
した。

　観音原地区（第２工区）において、内陸型
工業用地の取得、造成工事を行いました。

　３月 30日に、山根公園と新居浜インター
チェンジを結ぶ、上部地区における重要路線
である角野船木線の供用を開始しました。

　４月 17日に、多目的広場、遊具広場など
が整備され、また、防災機能も備えた神郷わ
くわく公園の供用を開始しました。


